
蝶舞う海 

この２０日ほど、あの臨在の海（いわき在住の現代美術家の言葉）が寄せては還すような揺らぎ

の中、さまざまな幻想のようなものが止めどなく胸の内に溢れています。 

福島、宮城、岩手と廻り、帰宅後すぐに信州の織物をしている友人の死去を知らされ、夜行バスで

松本へ。そのお別れの会で、献花の際、臨席者に一本ずつ花を差し出しておられる、亡くなられた

姪にあたる方の様子に胸打たれ、お話を伺うと、大船渡市から来られたとのこと。当地の支援学

校で養護教員をされていて、被災後の話を聞くことができました。 

５月の連休明けから、ようやく学校が再開するとのことですが、自閉の子が避難所で嫌がられ、１

０日間も狭い車の中で一人閉じ込められるような状況になっているのを見つけ「本当にかわいそう

だった」と話されました。  ごめんなさい！胸がきしみました。 

野染の話を彼女にすると「是非みんなとやりたい」と、即答えてくれました。 

帰郷後、彼女からメールが届き、校長先生もすぐ賛成されたとのこと。 

行って、思いっきり皆で染めたいと思います。 

亡くなられた友人が浄土での働きをすでに始めたとも思いました。 

 

この旅で、エリザベス・キュブラー・ロスを強く感じていました。彼女が、ポーランドのユダヤ人

収容所の壁に見た（幻視した）という、無数の白い蝶々のこと。 

京都に戻り、前述の美術家・吉田重信さんが、木屋町三条にあるギャラリー射手座で臨在の海と

いうタイトルでインスタレーションをしており見に行くと、部屋の床一面に砂が敷き詰められ、そこに

千本のペットボトルに千本の背の高い白菊が活けられていて、暗い部屋の、奥左隅の下方にわ

ずかな赤い明りが灯されていました。 

相馬の海を想いました。 

海岸から５キロも６キロもひとさらいされた風景。何も無いのではない。何かリアルなものを感じ怖

くて、ここを離れたいけど引き留めるような力も感じる。 

彼のインスタレーションを見ていると、白い波が揺れているよう。それが白い蝶達が波間をゆくよう

にもやがてみえてくる。 

蝶のキルトをみんなで縫おうと、ふと思いつきました。 

私は創造力を独占することが極端に嫌いであり、なんでもスピリチュアルなものに依拠してしまう

人たちも極めて苦手です。でも今回のイメージは、もっと大きなものに突き動かされて形になった

ような気がしています。 

 

大船渡の若者たちと染めた布の上に、それぞれ持ち寄った白い布を蝶の形に切り、アップリケし

ていこう。もうひとつ、真白な布の上に野染の布の蝶を縫い付けて行こう。美しいものをともに作り

たい。豊かな喪の時間を共にできればと思います。 

６月１０日から一週間、遠野を拠点に三陸の避難所と、大船渡を回ってこようと思っています。 
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